
令和６年度 第４回岡山県和牛改良委員会 議事概要 

 

１ 日 時  令和７年３月１１日（火）１４：３０～１６：００ 

２ 場 所  全農岡山県本部総合家畜市場会議室（真庭市草加部） 

３ 出席者  委員９名、アドバイザー４名、事務局３名、傍聴１名（計１７名） 

４ 内 容 

（１）種雄牛作出状況について 

（ア）後代検定の終了牛等の措置   

   後代検定が終了した牛等、３頭の措置について、提案どおり、承認。 

  ①「福乃茂」号 

措置案  措置保留 

理 由  14 頭全頭の枝肉成績が判明。第 60 回育種価において枝肉重量上位

５%、ロース芯面積 A１ﾗﾝｸ、脂肪交雑上位１%と産肉能力は高く、体

型面も 85.1点で良好。血統構成は 50%岡山(藤良)系で、５代祖いず

れも藤良系の関与がある種雄牛であり、岡山の血を濃く受け継ぐ種

雄牛だが、同じ福之姫を父に持つ「福姫花矢」号の検定結果（令和

７年７月終了予定）をもって措置を決定する。 

  ②「桃岡光２７」号 

措置案  選抜 

理 由  13 頭全頭の枝肉成績が判明。第 60 回育種価において枝肉重量、 

ロース芯面積及び脂肪交雑は全て上位 3%と産肉能力は高く、特に枝

肉重量は岡山県の検定において過去最高。体型面も 85.4点と良好。

新岡光８１号の特徴を受け継ぐ種雄牛であるため、選抜する。 

  ③「茂重花矢」号 

措置案  措置保留 

理 由  22 頭全頭の枝肉成績が判明。事業団との協力検定を行っており、事 

業団の成績は出そろっていない。第 13 回北海道全共 7 区及び 8 区候 

補牛であるため。 

 

（イ）種雄牛の繋養計画  

「秋藤花国」号の廃用について、提案どおり、承認。 

 

理 由  過去の配布状況から、在庫本数が今後の需要見込みを満たしている 

ため（在庫本数：1,248本）。 

 


